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宣言者 所在地 男鹿市野石字浜田２７番地１ 

名 称 株式会社加藤商会 

代表者 加藤 純仁 

 

は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。 

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿 

 

３側面 

(主な分

野に) 

SDGs 達成に向けた 

重点的な取組 

2030 年に向けた 

指標 

重点的な取組及び 

指標の進捗状況 

初回登録年月日：Ｒ４年 12 月１６日 

関連する主な 

SDGs ゴール 

（最大３つ） 

経済 

社会 

☐環境 

従業員一人一人が、

健康で生きがいを感

じて働くことができ

る職場環境の創出に

努めます。 

●健康診断の年度受診率向

上の維持 

●健康診断結果に基づいた

行政の保健指導の推進 

●資格取得費用の補助 

●社員のキャリア面談実施 

●安全衛生パトロール等安

全衛生に資する活動の実施 

健康診断の受診率は

100%。重点的に行った

ことは社員の資格取得で

運行管理、整備管理など

の資格及び研修を積極的

に取り組んだ。 

３ 

４ 

８ 

☐経済 

社会 

環境 

地域の未来のため、

自然環境の保全を意

識した活動に社会全

体で取り組みます。 

●廃棄物・排出量の削減 

●リユース・リサイクルの

推進 

●省エネルギー型建設機械

の導入 

●ＬＥＤ化の推進 

●ＳＤＧｓ軸の製品（もみ

がら使用の育苗土）・サー

ビス開発検討会の実施 

ゴミ・廃棄物削減は継続

し維持している。省エネ

ルギー型建設機械の導入

も継続している。 

７ 

１２ 

１３ 

経済 

社会 

☐環境 

地域人財の雇用・活

用、地域資源の有効

活用・情報発信など

の地域貢献に向けた

取組みを実践しま

す。 

●地域の土を使用した製品

の開発・製造・販売 

●地域産の信頼性に関する

情報発信 

●地域人材採用に向けた行

政との連携 

●地域のシニア人材の積極

的な活用 

地域の土を使用した製品

の製造・販売等は順調で

はあるが限りある資源と

いう点で土の採取後の活

用など今後まだ課題はあ

る。 

９ 

１１ 

１７ 

～地域の人・自然と共に～ 

「元気な秋田の農業」「消費者から選ばれる米産地」 

農業県である秋田の農家の為に地元の「土」にこだわり、質の良い「育苗土」を製造・販売しています。 

「人」や「自然」の「地域資源」を大切にし、持続可能な地域社会の形成に貢献してまいります。 

株式会社加藤商会 



 

ゴール 

番号 
内容 アイコン 

 

ゴール 

番号 
内容 アイコン 

１ 貧困をなくそう 
 

９ 
産業と技術革新の基

盤をつくろう  

２ 飢餓をゼロに 
 

１０ 
人や国の不平等をな

くそう  

３ 
すべての人に健康と

福祉を  
１１ 

住み続けられるまち

づくりを  

４ 
質の高い教育をみん

なに  
１２ 

つくる責任、つかう責

任  

５ 
ジェンダー平等を実

現しよう  
１３ 

気候変動に具体的な

対策を  

６ 
安全な水とトイレを

世界中に  
１４ 海の豊かさを守ろう 

 

７ 
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに  
１５ 陸の豊かさも守ろう 

 

８ 
働きがいも経済成長

も  
１６ 

平和と公正をすべて

の人に  

 １７ 
パートナーシップで

目標を達成しよう  

 


